
■　第2次総合計画

１．総合計画で掲げている目的など

【参考】施策に関連する個別計画
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２．行政の主な取組と構成事務事業一覧

行政の主な取り組み

↓

 事務事業名称・事業内容（実績）

①　観光地としての魅力向上
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第2次京丹後市観光振興
計画

第1次計画の検証と見直しを行うことにより、これらの諸課題につ
いて対応し、観光立市の実現を目指すべく第2次計画を策定。
市、観光関係団体、観光事業者、市民などが観光立市の実現と
いう共通の目標に向かって、それぞれの立場で取り組むものとし
て位置づけ。

平成25年6月

京丹後市新経済戦略

市内企業の経営安定・成長発展への支援、企業立地の推進な
ど、商工業の振興を総合的に推進するための経済戦略。「第1次
京丹後市総合戦略・後期基本計画」における「商工業の振興」の
推進を担うアクションプランとして策定。

平成25年9月

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
基本方針（政策） 2 京丹後ならではの観光・交流で極上のふるさとをつくります 所管部局 所管部局長の氏名

計画項目（施策）
4 四季を通じた滞在型観光の促進

商工観光部 新井　清宏

農林水産環境部 吉岡　茂昭

<施策分野> ＜観光＞

施策の目的
　優れた観光地としての魅力を磨き、年間を通じた観光誘客を促進し、交流人口の増加による本市経済の持続的な発展、地域の活性化を
図ります。

施 策 方 針
（め ざす姿 ）

　豊かな自然、歴史・文化、世界認定を受けた山陰海岸ジオパーク、食材、温泉等、本市の豊富な資源を活かした観光地としての魅力をさ
らに磨き、交流人口の拡大によって、地域及び経済の活性化を図ります。

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

現状維
持

含む
維持
管理

スポーツ観光・交流課

京丹後市多文化共生推進
プラン

様々な背景を持つ人々が、国籍や文化などのちがいを越え、とも
に時間を過ごす仲間として“お互いを思いやる心”を大切に、ま
ちづくりに参画できる多様な社会（多様性社会）の実現を目指
し、多文化共生施策をより一層推進するため策定するもの

平成27年3月

○ 世界認定を受けた山陰海岸ジオパークの保護・保全と活用に努めます。
○ 自然や文化等の地域資源を最大限に活かした四季折々の体験観光を提供します。
○ 「海の京都観光圏」の認定を踏まえ、区域内の関係者と連携し魅力ある観光地づくりを進めます。

観光ｻｲﾝの維持管理 (2,044)
維持
管理

A

温泉源の維持管理等、観光地づくりに有益な事業に対し補助金を交付(15事業) (111)
サー
ビス

単独
事業

事業
種別

施 策
貢献度

今後の
方向性

H26決算額 H27予算額 根拠
法令

財政
負担

あじわいの郷支援事業【施策2[農林業]にも該当】 農政課

現状維
持

観光の魅力づくり推進事業 観光振興課 49,170     

海の京都推進事業 観光振興課

現状維
持

担当課 （一般財源）

予算額（単位：千円） 事務事業の概要 評価結果

1,728       
新規事業

松本重太郎100年ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援事業補助金 丹後市民局 -             

(928)

S
現状維

持丹後あじわいの郷の運営管理、ｲﾍﾞﾝﾄ開催支援 (28,911)

28,908     28,911     
なし 単費 ○

サー
ビス

実行委員会が行う松本重太郎翁の墓地案内看板、生誕碑等の設置・墓地周辺整備に対し補助金を交付

ほんもの体験観光のまち推進事業 観光振興課

2,044       市規
定

単費 ○
観光ｻｲﾝ整備管理事業 観光振興課 1,333       

30,111     市規
定

A
現状維

持本市で行われる体験やｲﾍﾞﾝﾄ等を中心に多様な地域資源を集約した観光ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを作成(10,000部) (2,500)

1,199       2,500       市規
定

単費 ○
サー
ビス

A

ｼﾞｵﾊﾟｰｸ活動推進のため協議会へ負担金交付、ﾓﾃﾞﾙｺｰｽの案内看板設置や普及啓発等を実施 (4,263)
サー
ビス

現状維
持

単費 ○

A
現状維

持
単費 ○

サー
ビス

A
ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業 観光振興課 17,043     府・

一部
含む

15,763     市規
定

京都府及び5市2町が連携して海の京都を推進、地域が主導する「海の京都」京丹後市ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ事業の支援 (15,465)

8,946       31,722     市規
定

現状維
持展望台更新に伴う山頂への動線整備（登山道の改修（一部）、駐車場の設計、遊歩道のﾃﾞｻﾞｲﾝ立案） -

6,916       130,100   市規
定

単費 ○
施設
整備

13,157     

かぶと山園地登山道の整備工事 (7,110)

A
自然公園管理事業 観光振興課 13,372     

山陰海岸国立公園、丹後天橋立大江山国定公園内の府公園施設維持管理 (4,452)

A

国規
定

府・
一部

かぶと山園地整備事業 観光振興課

平成26年度事業の一部を繰り越しして
実施する事業

-             7,110       かぶと山園地整備事業【明許繰越】 観光振興課

45,900     新規事業（平成26年度事業の全部を
繰り越しして実施する事業）

観光客誘客促進事業【地方創生先行型交付金事業】【明許繰越】 観光振興課 -             

地域活性化支援事業

観光協会の諸活動の支援、海外からの旅行客等の誘客のための受入体制の整備の充実、各種広報媒体を活用したPR活動等 (20,900)

A
現状維

持地域活性化・観光振興に寄与するｲﾍﾞﾝﾄに補助金を交付(飛天、やさか納涼祭ほか3ｲﾍﾞﾝﾄ) (8,410)

7,960       8,410       市規
定

単費 ○
サー
ビス

19,592     市規
定

府・
一部

含む
日本一の砂浜海岸づくり推進事業 スポーツ観光・交流課 74,745     現状維

持日本一の砂浜海岸づくり実行推進会議開催、ﾋﾞｰﾁ一斉ｸﾘｰﾝ作戦、ｻﾝｾｯﾄﾋﾞｰﾁﾗﾝ、遊歩道整備等 (16,392)
サー
ビス

A

日本一の砂浜海岸づくり推進事業【明許繰越】 スポーツ観光・交流課 -             105,410   平成26年度事業の一部を繰り越しして
実施する事業小天橋海岸から箱石海岸への木道遊歩道整備工事 (5,310)

ＤＯ ＣＨＥＣＫ 

ＰＬＡＮ 
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15

16

17

18

19

20

②　受け入れ態勢の充実

21

22

23

③　観光情報の効果的な発信

24

25

26

27

④　観光推進体制の整備

28

29

上記の「行政の主な取組」への位置付けが困難な事業

30

1

2

※ 合計金額には再掲事業を含んでいません。

【参考】総合計画で掲げている市民等の役割

【参考】個別計画で掲げている目標値

第2次京丹後市観光振興計画

○ 観光需要の高まるアジア圏をターゲットに外国人旅行客の積極的誘致に取り組みます。
○ 団体旅行の受け入れ体制整備や、体験観光商品の販売システムづくりに取り組みます。

新規事業（平成26年度事業の全部を
繰り越しして実施する事業）

○ 観光客のニーズを把握し、テーマ・ターゲットを絞り込んだ効果的な情報発信に努めます。

○ 観光協会を中心としたプラットフォームにより、観光推進体制の強化を図ります。
○ 海の京都構想に基づき、京都府及び関係市町との広域的な連携に努めます。
○ 観光事業者、観光関係団体等が相互に連携して、観光の振興に関する取り組みが進められるよう総合調整や支援を行います。

海浜等施設管理事業 スポーツ観光・交流課
A

現状維
持海水浴場等の観光関連施設(便所、休憩所等）の清掃、施設修繕などの維持管理、海岸漂着ｺﾞﾐの撤去 (8,103)

7,000       8,103       市規
定

単費 ○
維持
管理

111,920   市規
定

単費 ○
指定管理施設運営事業 スポーツ観光・交流課 109,470   

指定管理施設大規模改修事業 スポーツ観光・交流課

現状維
持観光関連施設を指定管理者制度により管理運営(31施設15ｸﾞﾙｰﾌﾟ、利用者数587,139人) (96,390)

維持
管理

A

A
現状維

持観光関連の指定管理施設における改修経費 (13,435)

303,402   21,035     市規
定

単費 ○
維持
管理

12,288     市規
定

単費 ○
観光等施設一般経費 スポーツ観光・交流課 14,317     

指定管理施設大規模改修事業【明許繰越】 スポーツ観光・交流課

現状維
持観光等施設(41施設)の清掃や草刈りなどの維持管理 (10,115)

維持
管理

A

A
現状維

持観光関連の指定管理施設における改修経費 -

124,057   -             市規
定

単費 ○
維持
管理

86,900     
新規事業

海浜施設環境整備事業【再編交付金活用事業】 スポーツ観光・交流課 -             

海浜施設(ｷｬﾝﾌﾟ場炊事棟、ﾄｲﾚ・ｼｬﾜｰ棟、海水浴場炊事棟、海浜休憩所)の改修工事 (4,400)

20,400     市規
定

単費 ○
水難対策事業 スポーツ観光・交流課 15,115     

観光業等活性化推進事業補助金 スポーツ観光・交流課

現状維
持全海水浴場(15海水浴場、17連絡所)への連絡員設置(延べ76人) (20,400)

サー
ビス

A

A
現状維

持交流人口拡大に寄与する大会に対し、宿泊人数に応じ補助金を交付(12大会、宿泊者4,672人) -

1,800       -             市規
定

単費 ○
サー
ビス

4,845       市規
定

単費 ○
観光宣伝活動事業 観光振興課 5,769       

ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ推進事業 観光振興課

現状維
持各種広報、ｲﾍﾞﾝﾄでのｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、広域団体との連携によるＰＲ活動、加盟団体への負担金 (4,845)

サー
ビス

A

A
現状維

持韓国浦項市を訪問・同市の青少年交流訪問団を受け入れ、ﾀｲのﾒﾃﾞｨｱﾁｰﾑを招聘 -

193         -             市規
定

単費 ○
サー
ビス

484         市規
定

単費 ○
教育旅行等誘致促進事業 観光振興課／スポーツ観光・交流課 325         

ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ推進事業 観光振興課

現状維
持合宿・教育旅行誘致に伴う学校・企業訪問やＰＲ活動 (484)

サー
ビス

A

A
現状維

持ロケ誘致イベント等でのＰＲ活動、京丹後フィルムウィーク2015の開催 (588)

980         588         市規
定

単費 ○
サー
ビス

市規
定

単費 ○
観光協会等支援事業 観光振興課 30,984     

市規
定

単費 ○
内部
管理

観光振興一般経費 観光振興課／スポーツ観光・交流課 186         

A
現状維

持

地域消費喚起･生活支援型交付金事業【明許繰越】【再掲】【施策1[商工業・雇用]にも該当】 商工振興課／観光振興課 -             

観光振興計画推進事業 観光振興課

拡大
市観光協会の諸活動を支援するため補助金を交付 (37,280)

サー
ビス

A

人材育成イノベーション研修を実施、観光休憩所用適地調査業務を実施

現状維
持観光振興団体へ負担金を拠出、観光振興のための事務経費 (182)

182         
なし 単費 ○

サー
ビス

A

計
827,569   747,082   

(313,617)

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ付商品券発行、旅行・旅客運送事業者が実施する誘客効果が期待できる事業に対して補助金を交付 (6,440)

159,600   

(599)

4,379       599         

37,280     

市 民 等 の
役 割

① 地域内の生活環境の美化、自然環境の保全に努めます。
② ＳＮＳを活用した積極的な情報発信を図ります。
③ 世界認定を受けた山陰海岸ジオパークの保護・保全と活用に努めます。
④ おみやげ品や体験観光商品の開発など、あらたな観光の魅力づくりに努めます。

指標名 説明・備考 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

年間観光入込客数 万人 175 H23 173 H26 200 H29

年間宿泊客数 万人 35 H23 35 H26 45 H29

H26 5,000 H29年間外国人宿泊客数 人 905 H23 1,402
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３．総合計画で掲げている施策方針（めざす姿）とめざす目標値

４．施策方針（めざす姿）に対する現状評価

５．施策の進捗状況の評価［施策方針（めざす姿）の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

６．今後の施策展開と歳出抑制の考え方（平成28～30年度までの3か年の主な取組）

220 H36

55 H36

年間外国人宿泊客数 人

年間宿泊客数 万人 35 H25 35 Ｈ26

施策方針
(めざす姿)

　豊かな自然、歴史・文化、世界認定を受けた山陰海岸ジオパーク、食材、温泉等、本市の豊富な資源を活かした観光地としての魅力をさらに
磨き、交流人口の拡大によって、地域及び経済の活性化を図ります。

め ざ す
目 標 値

指標名 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

年間観光入込客数 万人 176 H25 173 Ｈ26

区分 No. 具体的内容

1,303 H25 1,402 Ｈ26 8,300 H36

◎

▲

　めざす目標値に掲げる指標について、平成26年度の実績が目標値に対して低い状況にある。
　さらに宿泊客数は近年増加傾向にあるものの、昨年度は、夏季等の天候不良により観光入込客数は伸び悩ん
だ。
　また、平成27年の京都縦貫自動車道の全線開通や海の京都博の開催により、観光入込客の増加が期待される
ものの、海の京都構想に基づく施設整備等の取組は準備、進行中の段階にある。

○

▲

×

施策方針（めざす姿）に対する主な成果（アウトカム） 施策方針（めざす姿）の達成に向けての課題

進捗状況区分 評価 理　　由

○夏と冬だけでなく年間を通じた誘客につながるよう、また、本市の四季の魅
力を十分に生かすため、四季を通じた滞在型観光を促進する必要がある。
○海の京都観光圏（平成26年認定）での取組を中心に、府北部地域が一体
となった観光の魅力づくり、滞在型観光地づくりに努め、国内外からの観光
客誘致を図る必要がある。

○平成26年度に京丹後市観光協会の法人化、旅行業の取得が実現し、旅館
や民宿の宿泊斡旋、旅行商品の造成・販売など地域と一体となり、観光推進
体制の強化が図られた。
○観光協会を中心としたインバウンド推進事業での継続的な取組により、台
湾からの教育旅行誘致の実現（1件）、韓国からの交流訪問団受入れ（1件）な
ど、外国人観光客の年間宿泊者数増加（1,303人→1,402人）を図ることができ
た。
○ジオパーク活動や海の京都構想の推進により、悪天候による夏季海水浴の
入込客数をカバーし、年間観光入込客数は微減（176万人→173万人）にとど
まり、また年間宿泊客数は微増（34.52万人→35.46万人）した。
○フィルムコミッションの活動についてＰＲを行い、映画やＣＭ等の撮影地の
誘致を推進した（平成26年度：映像化28件）。

歳出抑制（歳入確
保）の考え方

5 高速道路の延伸に伴い、観光休憩所を整備する

4
ジオガイドの育成講座の開設や他地域ガイドとの交流
促進を図ることにより、ジオパークを活かした新しい体
験観光への展開を推進する

「海の京都」京丹後市マスタープランに基づき、浜詰地
区の新たな路線の無電柱化及び舗装の美装化、夕日
広場（仮称）の整備、かぶと山園地の整備等を行う

1
丹後王国「食のみやこ」の京丹後市エリア内施設の有
効活用を図る

説明（特定財源名、
補完・代替措置等）

7
小天橋～浜詰海岸への遊歩道整備を推進し、ジオ
パーク活動や海の京都事業への活用を図る

施策展開の考え方

3

府北部７市町で連携して取り組む海の京都構想に基づ
き、一体的なプロモーション活動等を推進する

2

6
四季折々の体験型観光の推進、合宿・教育旅行誘致
の取組を推進する

ＡＣＴ 

ＣＨＥＣＫ 

ＣＨＥＣＫ 
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○あじわいの郷運営費負担金

○火災保険料（展望台・昆虫館・売店）

○土地借上料（臨時駐車場等：弥栄町鳥取地内）

（丹後あじわいの郷利用状況）

（平成26年4～11月の利用状況）※

※　平成26年12月から27年3月までは改装のため休業

評
価
・
課
題
等

○平成27年度からの『丹後王国「食のみやこ」』へのリニューアルに向け、4か月間休業
していたが、4月から11月までの入園者数は、平成25年度における同じ期間中の実績を
上回ることができた。
○農商工観連携の重要な拠点施設であるため、他の施設との連携を図りながら運営され、
より一層の利用促進が図られるよう支援する。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農政課

平成26年度 105,107人 

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

28,640千円

内訳 金額

財団運営人件費等負担分 4,600千円

施設維持管理費負担分 2,800千円

あじわいの郷運営費負担分 21,240千円

13千円

255千円

平成24年度 109,121人 

平成25年度 109,242人 

28,908千円 28,911千円 3千円 99.9 % 28,911千円

目
的

　丹後あじわいの郷の運営及び各種イベントの開催を支援し、丹後あじわいの郷の利用
促進を図る。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 08あじわいの郷支援事業

細事業名 01 あじわいの郷支援事業 決算書 Ｐ.268

- 4 -

○観光サイン電気料 28千円

・歓迎サイン 2基（久美浜町河梨地内、与謝野町上山田地内）

・電光掲示サイン 2基（峰山町長岡地内、大宮町谷内地内）

○電光掲示板通信料 46千円

・電光掲示板データ通信 2基（峰山町長岡地内、大宮町谷内地内）

○観光サイン修正業務委託料 159千円

・「丹後あじわいの郷」名称変更等に伴うもの 8基

○観光サイン設置用地借上料 507千円

・44か所（京丹後市内：40か所、与謝野町内：1か所、福知山市内：2か所、

  宮津市内：1か所）

○観光サインの移設等工事 455千円

・2か所（移設：網野町小浜地内、撤去：網野町浅茂川地内）

○電光掲示板撤去工事負担金 138千円

・1か所（峰山町長岡地内）

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

　観光サインの適切な維持管理を進め、観光客の利便性のより一層の向上と観光地のPRを
図った。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　既存観光サイン（案内看板等）の適切な維持管理等を実施した。

主
な
財
源

1,333千円 1,340千円 7千円 99.4 % 2,064千円

目
的

　市のイメージ及び自然景観に配慮した統一デザインによる観光サインを整備すること
により、観光客の利便性の向上及び市のイメージアップを図り、誘客を促進する。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 02観光宣伝事業

細事業名 02 観光ｻｲﾝ整備管理事業 決算書 Ｐ.262
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○京丹後まるごと観光パンフレット2015春夏版作成業務 1,199千円

・タイトル　　わくわく京丹後へGO！（2015春・夏）

・規格等　　　A4版20頁、カラー、10,000部

・配架箇所　　高速道路SA・PA、市内外の道の駅、市内観光施設、

　　　　　　　市内コンビニエンスストア、市観光案内所（網野駅構内）

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

〇体験プログラムやイベント情報を公募し収集したことで、多様な地域資源を集約したパ
ンフレットを作成し、着地型観光の情報発信を図ることができた。
〇今後も四季折々の体験プログラム等の掲載を行い、着地型旅行商品の造成、エリアやテ
ーマに沿ったモデルコースの提案につなげるとともに、宿泊施設等と連携した的確な情報
発信に努める必要がある。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　平成27年度の京都縦貫自動車道全線開通を機に、特に乗用車を利用した個人旅行客
の増加が見込まれることを受け、市内で行われる体験やイベント等を中心に、多様な地
域資源を集約した観光パンフレットを作成した。

主
な
財
源

1,199千円 1,200千円 1千円 99.9 % 0千円

目
的

　市内の個人・団体等が主体的に行う取組やイベント等、市のあらゆる地域資源を観光
情報として発信し、着地型観光の推進と観光誘客を図る。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

細事業名 03 ほんもの体験観光のまち推進事業 決算書 Ｐ.266
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○観光の魅力づくり推進事業補助金 49,143千円

八丁浜小浜温泉　泉源改修事業

丹後神野温泉　泉源改修事業

丹後神野温泉　泉源改修事業

久美浜カンツリー温泉　貯湯槽改修事業

鳴き砂温泉　配管等改修事業

浅茂川浦島温泉　予備ポンプ整備事業

長者の湯　取水ポンプ整備事業

夕日ヶ浦温泉　配管等改修事業

小天橋温泉　取水ポンプ整備事業

浜詰海岸　海岸清掃機器整備事業

丹後町海岸　海岸清掃機器整備事業

小天橋海岸　海岸清掃機器整備事業

琴引浜海岸（掛津）海岸清掃機器整備事業

浜詰地区　修景整備事業

丹後町地域　体験観光機器整備事業

○観光インフラ整備等基金調整会議費（委員16人） 27千円

報償金 4,000円×6人（1回開催）

費用弁償

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

　温泉の泉源維持管理等観光地づくりに有益な事業に対して支援を行い、観光の魅力づく
りを推進することができた。

主
な
財
源

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金 49,143千円

計（15件） 75,378 49,143

24千円

3千円

誘客施設
整備事業

1,377 1,032

その他 400 360

5,118 4,605

2,260 2,034

環境保全
整備事業

19,000 17,100

6,160 5,544

1,393 1,253

3,500 3,150

2,042

1,318 658

10,682 5,000

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　山陰海岸ジオパークの恵みである豊富な観光資源を活用した魅力ある観光地づくりを
推進するため、観光インフラ整備等促進実行調整費基金を活用し補助金を交付した。

（単位：千円）

事業名 事業費 補助金

温泉源掘
削、維持
管理及び
配湯施設
整備事業

9,337 5,000

107 96

6,160 604

6,296 665

2,270

49,170千円 49,254千円 84千円 99.8 % 30,111千円

目
的

　観光の魅力づくりに寄与する事業に対して補助金を交付し、本市の美しい自然や景観
、歴史、文化、産業等豊かな資源を活かした個性ある観光地づくりを推進する。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 05観光の魅力づくり推進事業

細事業名 01 観光の魅力づくり推進事業 決算書 Ｐ.266
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○海フェスタ京都参加経費（バス燃料費等） 24千円

○海の京都観光推進協議会分担金 7,422千円

※主な事業

・海の京都観光圏認定（平成26年7月）に向けた取組などの組織活動

・中部圏メディア等を活用したプロモーション活動

・首都圏メディアによる海の京都特別番組の制作、放送

・大型クルーズ船寄港に伴うPR活動等誘客連携事業

○海の京都推進事業補助金 1,500千円

※主な事業

・「漁師めし」の企画開発、準備

・夕日の路への「夕日を見るベンチ」整備

・「海の京料理」の企画開発

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○「海の京都」京丹後市マスタープランに基づき、平成27年度のターゲットイヤーを目指
して各エリアで取組を推進することができた。
○今後は、市や観光協会の進める周遊交通の整備及び各コンテンツのパッケージ化（観光
商品造成）事業とも連携を図りながら、総合的に「海の京都・京丹後市」の魅力を磨き、
発信していくことが必要である。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　海の京都プレイベントとして平成26年7月に舞鶴市で開催された「海フェ
スタ京都」の記念式典へ、市内関係者とともに参加した。

　府及び北部7市町、商工観光関係団体によって構成される協議会への分担金
を支出し、関連事業に参画した。

 
　「海の京都」京丹後市マスタープランにあげられた、観光商品の企画・開発
や民間施設の整備等の事業に取り組む「海の京都」京丹後市実践会議に対し、
積極的な事業の推進を図るため補助金を交付した。

主
な
財
源

8,946千円 8,946千円 0千円 100.0 % 13,742千円

目
的

　日本の顔となるブランド観光地域をめざし、京都府及び北部5市2町が連携して取り
組む「海の京都」関連事業を推進することにより、誘客と滞在の促進を図る。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 12海の京都推進事業

細事業名 01 海の京都推進事業 決算書 Ｐ.268

- 8 -

【京丹後市ジオパークネットワーク推進会】 27千円

○京丹後市ジオパークネットワーク推進会委員謝金及び費用弁償 27千円

【拠点施設・ジオサイト等整備】 7,503千円

○拠点施設の運営管理（道の駅てんきてんき丹後内） 3,912千円

○草刈等ジオサイトの保護保全管理 1,205千円

○モデルコース等案内看板設置（マリンコース3コース等） 2,386千円

【山陰海岸ジオパーク普及啓発等】 6,856千円

○ジオパーク宝探しイベント（抽選応募枚数1,325枚） 5,080千円

○ジオトレッキング（1回・27人参加） 30千円

○オープンカレッジ丹後学開催・ガイド交流会参加 93千円

○小学校理科体験授業「大地の学習」（市内20校実施） 64千円

○写真コンクール入賞作品展示 16千円

○普及啓発PR活動（現地ガイド・市外でのPR活動） 81千円

○普及啓発用消耗品費等 438千円

○パンフレット・マップ等印刷 298千円

○新聞、旅行情報誌等広告料 691千円

○世界ジオパークネットワークへ加盟再認定祝賀会会場設営 65千円

再認定日：平成26年9月23日（火）

【負担金】 2,657千円

○山陰海岸ジオパーク推進協議会負担金 2,657千円

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○拠点施設において、市民及び観光客への充実した情報と学習機会の提供ができた。
○宝探しイベント実施により、楽しく周遊しながら本市の魅力を体感する機会の提供がで
きた。
○保護保全活動をはじめとするジオパーク活動の推進により、世界ジオパークネットワー
クへの加盟再認定を受けることができた。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 山陰海岸世界ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業補助金 3,000千円

繰入金 地域振興基金繰入金 5,000千円

17,043千円 17,420千円 377千円 97.8 % 20,990千円

目
的

　山陰海岸ジオパークの教育・学習活動への活用や普及啓発を行うことにより、ジオツ
ーリズム等ジオパーク活動を通した地域活性化を図る。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 12海の京都推進事業

細事業名 02 ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業 決算書 Ｐ.268
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○かぶと山園地駐車場実施設計業務 3,726千円

　かぶと山園地中腹に整備予定の駐車場実施設計に要する経費

○かぶと山園地遊歩道デザイン立案業務 300千円

　

　

○かぶと山園地園路整備工事　前払金分 2,890千円

　かぶと山園地キャンプ場側からの登山道の改修に要する経費

　　総事業費：8,683,200円（残額は平成27年度繰越予算にて執行）

　　工事期間：平成27年2月24日から4月30日まで

〔かぶと山展望台更新に伴う山頂への動線整備〕

　　実施期間：平成26年度～平成28年度

　　進入道路の拡幅：延長約800ｍ（土木費で計上）

　　駐車場（観光バス5台、普通車20台の予定）及びトイレの整備

　　駐車場から山頂展望台への遊歩道整備（延長約850ｍ）

■平成27年度への繰越事業

・かぶと山園地登山道整備事業 平成27年4月完成

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○実施設計等を行うことにより、動線整備（駐車場及びトイレ、遊歩道）に向けた準備を
整えることができた。
○山頂展望台への動線整備については、平成28年度末の完成を目指して、計画的に工事に
着手していく必要がある。

7,110千円

主
な
財
源

市債 観光施設整備事業債（合併特例債） 3,500千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　かぶと山山頂からの素晴らしい眺めをPRし、観光客誘致を推進するため、「海の京
都」京丹後市マスタープランに基づき整備される市道拡幅に伴い、中腹に駐車場及びト
イレの整備、駐車場から山頂展望台への遊歩道の整備を行う。

京都工芸繊維大学との包括協定に基づき、かぶと山園地中腹の駐車場予定地
から山頂展望台への遊歩道デザインの立案に要する経費

7,110千円

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 6,916千円

実質的な執行率 100.0 %

6,916千円 14,026千円 7,110千円 49.3 % 22,900千円

目
的

　「海の京都」京丹後市マスタープランに掲げた公園整備として、かぶと山展望台への
動線の整備等を行うことにより、新たな誘客に繋げ、地域の活性化を推進する。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 12海の京都推進事業

細事業名 04 かぶと山園地整備事業 決算書 Ｐ.268

- 10 -

○消耗品費、光熱水費

○修繕料（丹後松島園地トイレ修理等）

○手数料（し尿汲取手数料）

○自然公園等施設管理委託料（15園地）

○自然公園内ごみ収集委託料（5園地）

○トイレ清掃・水道施設管理委託料・バイオトイレ維持管理委託料

○賃借料（土地借上料）

○原材料費

○自然公園保護協会負担金

○職員旅費

評
価
・
課
題
等

　公園施設等の維持管理が適切に行われ、観光客に良好で快適な環境を提供することがで
きた。

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

主
な
財
源

府委 国立公園･国定公園管理委託金 8,705千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　山陰海岸国立公園、丹後天橋立大江山国定公園にある京都府の公園施設（京都府か
らの管理委託業務を地元区等に再委託）について適正な維持管理を行った。

2,270千円

815千円

1,642千円

6,220千円

1,484千円

744千円

160千円

20千円

15千円

2千円

13,372千円 13,415千円 43千円 99.6 % 13,145千円

目
的

　市内の国立公園及び国定公園区域内にある京都府の公園施設等の適正な維持管理を行
い、自然公園の環境保全及び活用を促進する。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 02自然公園管理事業

細事業名 01 自然公園管理事業 決算書 Ｐ.272

- 11 -



○いかり高原まつり 千円

総事業費：1,027千円、開催日：6月1日、来場者：約2,000人

○やさか納涼祭 千円

総事業費：4,399千円、開催日：7月19日、来場者：約6,000人

○間人みなと祭 千円

総事業費：3,035千円、開催日：7月25日、来場者：約10,000人

○フェスタ「飛天」in京丹後 千円

総事業費：5,905千円、開催日：8月2日、来場者：約11,000人

○宇川観光祭 千円

中浜港祭り 総事業費：470千円、開催日：7月26日、来場者：約500人

宇川アユ祭り 総事業費：343千円、開催日：8月15日、来場者：約300人

穴文殊祭典 総事業費：632千円、開催日：8月24日、来場者：約500人

評
価
・
課
題
等

　各事業を支援することで、地域活性化及び観光振興の促進が図られた。

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（ﾌｪｽﾀ｢飛天｣実行委員会補助金） 1,700千円

繰入金 地域振興基金繰入金 2,000千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　地域活性化及び観光振興を目的に開催されるイベントに対し補助金を交付した。

870

2,500

720

3,450

420

7,960千円 7,960千円 0千円 100.0 % 8,410千円

目
的

　地域活性化及び観光振興に寄与するイベントについて支援を行い、観光客の誘致を促
進する。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 07地域活性化支援事業

細事業名 01 地域活性化支援事業 決算書 Ｐ.266

- 12 -

○日本一の砂浜海岸づくり実行推進会議 千円

旅費、有料道路通行料等 千円

○小天橋海岸から浜詰海岸遊歩道整備 千円

植生調査委託 千円

遊歩道堆積砂除去工事 千円

遊歩道測量設計委託（小天橋から箱石） 千円

遊歩道整備工事（小天橋から箱石） 千円

○砂浜海岸の保全事業 千円

ビーチ一斉クリーン作戦 千円

開催日：6月22日（日） 参加者数：約300人

海水浴場清掃美化業務委託 千円

海岸清掃重機借上 千円

流木撤去工事（葛野） 千円

○砂浜海岸の活用事業 千円

第1回サンセットビーチランin京丹後 千円

開催日：6月28日（土） 参加者数：約350人

ビーチのにぎわい創出事業委託料 千円

日本の美しい白砂海岸調査業務委託料 千円

アジアビーチゲームズ視察 千円

視察日：平成26年11月13日～11月17日

視察場所：タイ王国・プーケット 視察人数：2人

○（一社）ウォーターフロント協会会費　　　【担当：観光振興課】 千円

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

評
価
・
課
題
等

○ビーチ一斉クリーン作戦をはじめ市民一体となった砂浜海岸の保全活動を推進できた。
○サンセットビーチランを初開催して全国から約350人の参加者を集め、砂浜海岸の賑わ
いづくりを推進できた。
○小天橋から箱石海岸への遊歩道整備を進め、砂浜海岸活用のための環境整備を推進でき
た。
○さらにビーチを活用し、賑わう浜辺づくりに取り組む必要がある。

297

523

50

主
な
財
源

府補 ｽﾎﾟｰﾂ観光聖地づくり事業補助金 3,000千円

府補 未来づくり交付金（日本一の砂浜海岸づくり推進事業） 6,600千円

繰入金 ふるさと応援基金繰入金 2,650千円

市債 海岸遊歩道整備事業債（合併特例債） 55,000千円

972

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

191

191

64,122

1,987

1,264

6,281

54,590

5,803

610

1,937

2,357

899

4,579

2,787

74,745千円 180,390千円 105,645千円 41.4 % 18,115千円

目
的

　年間を通じて賑わう日本一の砂浜海岸づくりのため、美しい砂浜海岸を保全するとと
もに、ビーチスポーツ等の活用を推進し、交流人口の増加と本市の活性化を図る。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 12海の京都推進事業

細事業名 03 日本一の砂浜海岸づくり推進事業 決算書 Ｐ.268

- 13 -



○需用費 消耗品費（トイレットペーパー、土嚢袋等） 千円

光熱水費（電気料金、上下水道料金） 千円

修繕料（シャワー、トイレドア修繕等） 千円

○役務費 し尿汲み取り手数料 千円

給水開閉手数料 千円

保険料 千円

○委託料 施設維持管理委託料 千円

トイレ清掃委託料 千円

浄化槽維持管理委託料 千円

海水浴場清掃美化委託料 千円

施設清掃委託料 千円

○使用料及び賃借料

土地借上料 千円

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

評
価
・
課
題
等

　施設の維持・修繕を行うとともに、海岸漂着ごみの撤去を行い、観光客に良好で快適な
環境を提供することが出来た。

607

1,631

302

163

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　海水浴場等のトイレ、休憩所等の清掃、修繕等の維持管理を行い、訪れる観光客に清
潔で快適な観光施設を提供した。また、海岸漂着ごみの撤去を行った。

67

1,962

710

999

7

67

411

74

7,000千円 7,231千円 231千円 96.8 % 8,153千円

目
的

　海水浴場等の観光関連施設の維持管理を行い、観光客の利便性及び快適性の向上を図
るとともに、海岸地域の美化に努める。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 01海浜等施設管理事業

細事業名 01 海浜等施設管理事業 決算書 Ｐ.272
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○指定管理委託料（87,029千円）及び利用状況

○その他（22,441千円）

評
価
・
課
題
等

　指定管理者による適切な運営管理により、利用者に良好で快適な施設環境を提供するこ
とができた。

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

主
な
財
源

諸収入 水質検査料一部負担金 89千円

諸収入 弥栄あしぎぬ温泉電気代等負担金 12,495千円

受変電設備保守管理委託料 181 あしぎぬ温泉電気代 12,314
施設清掃委託料 18 特殊建築物等報告業務委託料 1,706

はしうど荘損失補償 4,177 土地借上料（施設用地） 1,411

丹後自然体験学習関連施設 629 178 285 62.5%
計 87,029 587,139 627,541 93.6%

かぶと山公園 1,694 4,216 4,270 98.7%

水道水質検査委託料 1,104 保険料（火災・自動車損害） 1,530

奥山自然たいけん公園 820 2,589 2,674 96.8%
久美浜豪商稲葉本家 5,555 23,960 23,959 100.0%

弥栄あしぎぬ温泉 1,260 114,610 115,635 99.1%
風蘭の館 928 2,306 2,307 100.0%

高嶋園地 50 11,700 9,824 119.1%
森林公園スイス村 36,305 15,815 15,257 103.7%

碇高原ステーキハウス 0 8,270 9,081 91.1%
宇川温泉よし野の里 3,382 99,575 97,938 101.7%

126,492 141,796 89.2%
道の駅てんきてんき丹後 0 120,884 131,022 92.3%
丹後温泉はしうど荘 1,800 30,241 44,939 67.3%

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　観光関連31施設（15グループ）の管理運営を指定管理者へ委託することで、適切な
維持管理と施設の利用促進を図った。

施設名
指定管理料 利用状況（人）
（千円） Ｈ26年度 Ｈ25年度 前年比

小町公園 3,466 4,184 3,740 111.9%
天女の里 9,834 22,119 24,814 89.1%

浅茂川温泉静の里 21,306

109,470千円 109,915千円 445千円 99.5 % 105,687千円

目
的

　指定管理者へ施設の運営管理を委託し、民間事業者のノウハウを活用した適切な施設
運営と維持管理を行う。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 03観光等施設指定管理運営事業

細事業名 01 指定管理施設運営事業 決算書 Ｐ.272

- 15 -



○需用費（修繕料） 千円

スイス村リフトオーバーホール、圧雪車等修繕 千円

あしぎぬ温泉放送設備、エアコン、ポンプ等修繕 千円

はしうど荘サウナ、ポンプ、エアコン等修繕 千円

奥山自然たいけん公園エアコン、バンガロー修繕 千円

よし野の里ウッドデッキ、オイルタンク液面計等修繕 千円

碇高原ステーキハウスエアコン、床材等修繕 千円

静の里浄化槽配電盤、温泉プールファン修繕 千円

道の駅てんきてんき丹後非常用ドア等改修 千円

○委託料 千円

よし野の里エアコン改修工事設計委託 千円

静の里空調設備改修工事設計業務委託 千円

あしぎぬ温泉外湯場囲い垣改修工事設計・工事監理業務委託 千円

奥山自然たいけん公園施設改修工事設計・工事監理業務委託 千円

○工事請負費 千円

あしぎぬ温泉外湯場囲い垣改修工事 千円

あしぎぬ温泉機械設備改修工事 千円

奥山自然たいけん公園施設改修工事 千円

よし野の里給湯ポンプ改修工事 千円

よし野の里エアコン改修工事費 千円

よし野の里エアコン修理工事費 千円

丹後網野温泉源ポンプ取替工事 千円
静の里空調設備改修工事費 千円

4,968

1,188
6,859

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　観光関連の指定管理施設について必要な改修・修繕を実施し、施設利用者の安全性の
確保と利便性・快適性を維持する。また、市内森林整備を促進するため、公共温泉施設
である宇川温泉よし野の里・弥栄あしぎぬ温泉に木質ボイラーを導入した。

14,733

8,487

1,021

968

726

1,004

1,128

1,008

3,445

391

1,568

346

455

302

465

27,868

4,806

1,080

5,176

346

303,402千円 303,406千円 4千円 99.9 % 272,790千円

目
的

　計画的に施設の修繕・改修を実施することで、適切な維持管理を進める。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 03観光等施設指定管理運営事業

細事業名 02 指定管理施設大規模改修事業 決算書 Ｐ.272
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○備品購入費 千円

碇高原ステーキハウス冷蔵庫購入 千円

かぶと山公園自走式草刈機購入 千円

天女の里交流施設キャンプテント購入 千円

道の駅てんきてんき丹後冷蔵庫購入 千円

よし野の里 委託管理システム/売店POSターミナル購入 千円

スイス村スキー場圧雪車購入 千円

あしぎぬ温泉全自動製氷機購入 千円

木質バイオマスボイラー工事 【担当：農林整備課】 千円

○　需用費 設置広報看板等 千円

○　役務費 建築確認手数料 千円

○　委託料 発注支援業務委託料 千円

○　工事請負費 宇川温泉よし野の里 千円

弥栄あしぎぬ温泉 千円

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

市債 温泉施設整備事業債（合併特例債） 145,700千円

評
価
・
課
題
等

○指定管理施設において必要な修繕を行い、適切な維持管理に努めた。
○木質バイオマスボイラーを導入することで、市内産木材の利用促進を図るなど循環型社
会の構築に向け地域資源の有効活用が図れた。

主
な
財
源

諸収入 市有建物損害共済金 75千円

府補 未来づくり交付金（指定管理施設大規模改修事業） 6,800千円

421

158

5,130

116,975

121,184

府補 温室効果ｶﾞｽ吸収源対策森林整備事業費補助金（1/2） 90,000千円

繰入金 地域の元気づくり基金繰入金 20,000千円

　積極的な市内産木材の利用を図り、市内森林整備を促進するため、公共温泉施設で
ある宇川温泉よし野の里・弥栄あしぎぬ温泉に木質ボイラーを導入する。

303,402千円 303,406千円 4千円 99.9 % 272,790千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

15,365

199

329

314

199

4,496

9,396

432

243,868

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 03観光等施設指定管理運営事業

細事業名 02 指定管理施設大規模改修事業 決算書 Ｐ.272

- 17 -



○委託料 千円

はしうど荘改修工事工事監理業務委託 千円

はしうど荘荷物運搬作業委託料 千円

○工事請負費 千円

はしうど荘改修工事 千円

よし野の里落雷によるコンビオーブン改修工事 千円

よし野の里落雷による復旧工事 千円

よし野の里落雷によるｵｰﾀﾞｰｴﾝﾄﾘｰｼｽﾃﾑ改修工事 千円

静の里防火扉改修工事 千円

木質バイオマスボイラー導入工事 【担当：農林整備課】 千円

○需用費 設置広報看板等 千円

○委託料 発注支援業務委託料 千円

○工事請負費

浅茂川温泉静の里木質バイオマスボイラー導入工事 千円

評
価
・
課
題
等

○指定管理施設において必要な修繕を行い、適切な維持管理に努めた。
○木質バイオマスボイラーを導入することで、市内産木材の利用促進を図るなど循環型社
会の構築に向け地域資源の有効活用が図れた。

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

主
な
財
源

府補 温室効果ｶﾞｽ吸収源対策森林整備事業費補助金（1/2） 46,061千円

市債 温泉施設整備事業債（合併特例債） 37,800千円

市債 石綿対策事業債（一般事業債） 19,000千円

79,534

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　指定管理施設である、はしうど荘のアスベスト除去工事をはじめ、必要な改修・修繕
を実施し、施設利用者の安全性の確保と利便性・快適性を維持するとともに、市内森林
整備を促進するため、公共温泉施設である浅茂川温泉静の里に木質ボイラーを導入した
。

1,198

1,134

64

40,654

34,012

1,069

3,205

1,728

640

82,205

　積極的な市内産木材の利用を図り、市内森林整備を促進するため、公共温泉施設であ
る浅茂川温泉静の里に木質ボイラーを導入する。

219

2,452

124,057千円 138,814千円 14,757千円 89.3 % 138,814千円

目
的

　計画的に施設の修繕・改修を実施することで、適切な維持管理を進める。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 03観光等施設指定管理運営事業

細事業名 02 指定管理施設大規模改修事業（繰越） 決算書 Ｐ.274

- 18 -

○ 施設管理用消耗品・燃料費 千円

○ 光熱水費（トイレ等電気料、上下水道使用料ほか） 千円

○ 修繕料 千円

（静の杜排水再利用処理施設漏水修繕、小町温泉源貯湯槽制御機能修繕ほか）

○ 通信運搬費（離湖公園電話料） 千円

○ 手数料（し尿汲取手数料ほか） 千円

○ 保険料（建物火災保険・自動車損害保険） 千円

○ 施設管理委託料（清掃、草刈、水質検査、機械警備ほか） 千円

○ 圧雪業務委託料（伊根町：風力発電施設） 千円

○ 不動産鑑定委託料（せせらぎ） 千円

○ 土地借上料 千円

（ブナハウス内山用地、網野駅観光車両待避所用地ほか6か所）

○ 負担金（小町温泉温泉スタンド電気料負担金） 千円

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

評
価
・
課
題
等

　清掃、修繕等の維持管理を適切に行い、利用者に良好で快適な施設環境を提供できた。

141

主
な
財
源

府委 碇高原畜産展示資料館管理委託料（10/10） 1,057千円

諸収入 丹後温泉電力料 191千円

諸収入 圧雪業務委託金 662千円

諸収入 丹後温泉泉源管理負担金 194千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　観光等施設（41施設）において、清掃や草刈りを行うなど適切な維持管理に努め、
観光客や市民の憩いの場、安らぎの場となる環境づくりを推進した。

久美浜地域 東山公園、城山公園、山内施設、ﾄﾞﾗｺﾞﾝｶﾇｰ艇庫など

662

325

442

平地地蔵公園、ブナハウス内山など

丹後地域 経ヶ岬・碇高原水道施設、碇高原畜産展示資料館など

弥栄地域 細川ガラシャ夫人の碑周辺、圧雪業務など

網野地域 子午線塔、静の杜など

大宮地域

273

2,129

1,222

73

394

143

8,513

地域名 施　設　名

峰山地域 羽衣茶屋、泉の爽香苑、薬師ヶ丘さくらの森公園など

14,317千円 14,584千円 267千円 98.1 % 13,032千円

目
的

　観光等施設の適切な維持管理により、観光客等の利用促進及び憩いの場としての環境
づくりを推進する。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 50観光等施設一般経費

細事業名 01 観光等施設一般経費 決算書 Ｐ.274

- 19 -



○報償費 連絡員業務説明会講師謝金 千円

○旅費 普通旅費（海難防止推進連絡会議） 千円

○需用費 連絡所消耗品、医薬品 千円

拡声器等修繕 千円

○役務費 連絡所仮設電話料金等 千円

○委託料 海水浴場放送設備設置委託料 千円

連絡員業務委託料 千円

・（一社）京丹後市観光協会（丹後町・久美浜町域） 千円

・㈱技研サービス（浅茂川海水浴場） 千円

・小浜観光協会（小浜海水浴場） 千円

・掛津区（琴引浜掛津海水浴場） 千円

・遊区（琴引浜遊海水浴場） 千円

・浜詰区（浜詰海水浴場） 千円

水難啓発救助委託料（マリンレスキュー網野） 千円

○使用料及び賃借料

連絡所用コンテナハウス借上料（6棟） 千円

○備品購入費

トランシーバー（4台） 千円

評
価
・
課
題
等

　平成26年5月に施行された「京都府遊泳者及びプレジャーボートの事故の防止等に関す
る条例」を遵守した連絡員の配置、救護備品等を整備し、安全・安心な海水浴場を提供す
ることができ、観光振興に資することができた。

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

331

63

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（水難対策事業） 5,900千円

80

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　本市観光の柱の一つである夏季海水浴による誘客を促進するため、全海水浴場（15
海水浴場、17連絡所）へ連絡員（延べ76人）を配置するとともに、AEDを配備する
など、安全・安心な海水浴を楽しめる環境を提供した。

197

2

1,797

187

185

343

11,930

7,929

976

729

632

624

1,040

15,115千円 15,507千円 392千円 97.4 % 14,089千円

目
的

　救急時の連絡体制の整備や救命機器を備え、海水浴場の安全性を高める。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 03水難対策事業

細事業名 01 水難対策事業 決算書 Ｐ.264

- 20 -

○観光業等活性化推進事業補助金 千円

評
価
・
課
題
等

○補助対象となった12大会において延べ4,672人の宿泊があり、交流人口の拡大、宿泊
などによる地域経済への波及効果があった。
○より幅広い団体及び事業への活用を促し、本制度の効果拡大を図る必要がある。

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

700千円以内

主
な
財
源

※補助基準

宿泊延べ人数 補助金額

100人以上500人未満 100千円以内

500人以上1,000人未満 300千円以内

1,000人以上2,000人未満 500千円以内

2,000人以上

合計 4,672 4,670 7,193 1,800

カニの町「丹後町」親善ゲートボール大会 同実行委員会 112 182 515 100

支部選抜チャレンジマッチin AMINO 京丹後市サッカー協会 147 182 148 100

浦島カップIN網野 少年サッカー大会Ｕ-11 網野スポーツクラブ 135 260 219 100

Kids & Girls Cup 京丹後市サッカー協会 102 210 212 100

京丹後ボーイズ親善大会 京丹後ボーイズ 282 476 236 100

メグミルクカップ 京丹後市サッカー協会 252 280 180 100

サマーカップ2014 網野スポーツクラブ 145 250 186 100

106 110 120 100

網野カップ少年サッカー大会 同実行委員会 2,904 2,200 5,027 700

2014ユースフレンドリー 京丹後市サッカー協会 198 150 54 100

網野グリーンカップ少年サッカー大会 同実行委員会 184 260 236 100

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　多用な地域資源を活かし、地域経済への波及効果があり、地域文化の振興につながる
など、まちの活性化及び交流人口の拡大に寄与する各種大会を主催する団体に対し、大
会関係者が宿泊した延べ人数に応じて定める補助金を交付した。

1,800

（単位：人、千円）

大会名 補助申請者 宿泊者数 参加者数 対象事業費 補助金額

フレンドリーフェスタＵ－15 京丹後市サッカー協会 105 110 60 100

スプリングフレンドリー2014 京丹後市サッカー協会

1,800千円 1,800千円 0千円 100.0 % 2,000千円

目
的

　民間事業者及び市民団体等が実施する交流人口の拡大に寄与する事業の開催を支援し
、観光のまちづくりを推進する。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

細事業名 01 観光業等活性化推進事業補助金 決算書 Ｐ.266
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○観光宣伝活動等事務事業経費（旅費、有料道路通行料等） 440千円

※主なPR活動等実績

　NHK大河ドラマ誘致協議会啓発イベント／北近畿観光連盟キャラバン

　Sea級グルメ全国大会in尾道／天女サミット／海フェスタ京都

　舞鶴港大型客船寄港セレモニー

○啓発物品購入等 284千円

・丹後ちりめんティッシュケース（500個） 154千円

・丹後ちりめんコッペちゃん（300個） 30千円

・その他啓発品購入及び事務経費 100千円

○誘客イベント映像等発信及び広告掲載等経費 2,853千円

・FM京都広告（4回）、雑誌等広告掲載（道の駅旅案内2回） 778千円

・京丹後市ニコニコ動画チャンネル運営委託業務 1,944千円

・松本重太郎特別番組PR経費（印刷製本、折込手数料） 116千円

・取材対応に関する各種経費等 15千円

○広域観光団体負担金 2,192千円

・京都府観光連盟 390千円

・北近畿広域観光連盟 1,196千円

・歴史街道推進協議会 100千円

・NHK大河ドラマ誘致推進協議会 400千円

・因幡･但馬･丹後観光協議会 106千円

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○多様なメディアを活用した観光情報の発信及び広域観光団体と連携したPR活動等を行い
、観光誘客の促進を図った。
〇京都縦貫自動車道の全線開通や京都駅発の特急早着便の運行を見据え、京都市内周辺及
び中京圏等からの動線を意識した、より効果的な情報発信等を実施する必要がある。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（観光宣伝活動事業） 1,200千円

5,769千円 5,803千円 34千円 99.4 % 3,594千円

目
的

　各種広報媒体の活用、イベントでのキャンペーン、広域観光団体との連携等によるP
R活動により、本市の豊富な観光資源を発信し、観光客誘致の促進を図る。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 02観光宣伝事業

細事業名 01 観光宣伝活動事業 決算書 Ｐ.262
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○第11回浦項国際火と光まつり参加

（平成26年7月30日～8月3日　於：韓国慶尚北道浦項市） 141千円

・職員出張旅費（4泊5日、1人） 123千円

・消耗品費 18千円

○浦項市青少年交流訪問団受け入れ 12千円

（平成27年1月24日～25日）

・体験活動指導料

○タイメディアチーム来日歓迎レセプション 40千円

（平成27年3月12日）

・レセプション会場使用料

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○浦項市との交流をきっかけに初めて韓国の青少年交流訪問団を受け入れ、教育旅行誘致
への糸口を得ることができた。
○査証（ビザ）緩和等により訪日客が大幅な伸びをみせている東南アジア諸国等、ターゲ
ットを明確に設定しながら、観光協会と連携した誘客活動を促進する必要がある。
○宿泊施設等の受入環境整備を一層推進していく必要がある。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　平成24年度の国際フェリートライアルをきっかけに交流を続けている韓国浦項市を
京都府・舞鶴市とともに訪問し、観光関係者との交流及び観光PRを行った。
　また、市観光協会がタイのメディアチーム（エアアジア、テレビ局関係者及びパワー
ブロガー）を招へいし、京丹後の撮影が行われた際、市観光協会と共催で来日歓迎レセ
プションを行い、積極的な受入態勢をPRした。

主
な
財
源

193千円 211千円 18千円 91.4 % 298千円

目
的

　季節・曜日を限定しない外国からの旅行客誘致を促進し、二季（夏・冬）、週末だけ
でなく年間を通じての観光入込客の増加を目指す。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 02観光宣伝事業

細事業名 03 ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ推進事業 決算書 Ｐ.262
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○合宿・教育旅行誘致活動（学校・企業訪問等） 48千円

・職員旅費

※訪問実績：団体、大学、小・中学校、旅行会社　計７団体

○修学旅行誘致PRパンフレットデザイン作成手数料 97千円

○合宿誘致等にかかる情報発信【担当：スポーツ観光・交流課】 180千円

・合宿専門誌「ザ・合宿」へ広告掲載及びPR活動

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○多数の大学が加盟する学生団体や旅行会社等への訪問、専門情報誌への広告掲載並びに
都市部のイベントでのPR等、効果的な情報発信による誘致活動を推進した。
○市内の伝統産業や農村文化等の地域資源を活用した教育旅行のモデルツアーを実施する
など、誘致の実現につなげるための検討、検証をさらに進める必要がある。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　京阪神地域の大学からのスポーツ合宿の誘致をはじめ、教育旅行の誘致を行うため、
学校や教育委員会、旅行会社等を訪問し、PR活動を実施した。さらに効果的な情報発
信を行うためにイベントへの出展や情報誌への広告掲載等を行った。

・農商工観の教育体験プログラム（田舎体験、丹後ちりめん工場見学、ジオパ
ーク体験、環境教育等）を掲載したパンフレット用デザインの作成

主
な
財
源

325千円 437千円 112千円 74.3 % 635千円

目
的

　市内体育施設等を活用した学生合宿及び体験学習等の教育旅行を誘致し、交流人口及
び宿泊客数の増加を図る。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

細事業名 05 教育旅行等誘致促進事業 決算書 Ｐ.266
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○誘致活動等経費（旅費、有料道路通行料等） 190千円

※主なPR活動実績

・映画制作会社並びにテレビ局訪問（4社）

・撮影支援関係団体等訪問（5社）

・京都映画市PRブース出展、全国ロケ地フェア2015（東京）

※H26誘致等実績

　問合せ48件、映像化28件（ドラマ、紀行番組、ミュージックビデオ等）

○京丹後フィルムウィーク2015 690千円

・映画「利休にたずねよ」上映委託 324千円

・講演会講師報償費等 71千円

・チラシ印刷及び折込手数料、展示パネル及び看板作成等 191千円

・施設使用料 104千円

○ジャパン・フィルムコミッション負担金 100千円

・加入団体：正会員104団体（平成27年5月1日現在）

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○京阪神のテレビ局や関係団体等の訪問並びに全国ロケ地フェア等でのPRにより、撮影地
の誘致を推進した。
〇市内が撮影地になった作品の上映会を開催し、映像化を通した観光まちづくりやフィル
ムコミッションの活動について周知することができた。
〇中京圏でのPRや京都縦貫自動車道の全線開通を打ち出した誘致の取組を推進する必要が
ある。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　テレビ局や制作会社等への訪問や、ジャパンフィルムコミッションと連携したロケ誘
致イベント等でのPRを行い、撮影誘致を行った。さらには「京丹後フィルムウィーク
」を開催し、映像誘致による観光まちづくりや、撮影支援に対する市民参画の意識の向
上を図った。

日時：平成27年3月27日（金）
場所：京都府丹後文化会館
主催：京丹後フィルムコミッション（共催：京丹後市）
参加：約500人

主
な
財
源

980千円 1,132千円 152千円 86.5 % 1,429千円

目
的

　映画、CM等の映像化による本市の全国的な知名度向上やイメージアップ並びに観光
客等の交流人口の増加、撮影隊滞在による経済効果を図る。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

細事業名 06 ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ推進事業 決算書 Ｐ.266
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○観光協会活動補助金 29,485千円

【事業費 　23,269千円】

　広告宣伝事業（関西・中部エリア誘客宣伝、ニーズリサーチ等） 4,164千円

　誘客イベント事業（顧客誘致戦略プロジェクトによる事業推進等）1,554千円

　支部活動費 5,000千円

　インバウンド推進事業（ﾀｲﾒﾃﾞｨｱ招へい、韓国浦項市受入等） 2,214千円

　観光情報センター事業（人件費、管理費） 10,255千円

　行事費 82千円

【人件費 　5,326千円】

　観光協会職員の給与、法定福利費等 5,326千円

　　※正職員1人、臨時職員3人

【管理費 　890千円】

　旅費、通信費、事務費等 890千円

○広域誘客活動事業委託料 1,499千円

　総合パンフレット増刷（46,000部） 840千円

　冬季観光ポスター作成（1,200枚）・掲出料等 486千円

　広告ツール作成（ミニのぼり） 173千円

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○活動を支援することで、事業計画に基づき、概ね順調に事業が実施され、総合的かつ地
域と一体となった観光振興が推進された。
○今後も効率的な組織運営と効果的な誘客活動を推進していく必要がある。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　「第2次京丹後市観光振興計画」、「海の京都構想」等を念頭に置き、地域特性と地
域観光資源を活かした顧客誘致戦略プロジェクトをはじめ、広報宣伝活動、インバウン
ド推進事業、誘客事業等の強化を図った。
　また、観光情報センターにおけるワンストップ窓口としての情報発信を支援した。

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（観光協会補助金） 5,800千円

30,984千円 34,833千円 3,849千円 88.9 % 34,833千円

目
的

　京丹後市観光協会の活動を支援し、京丹後市の観光について総合的な振興を図り、地
域一体となった観光を推進する。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 01観光協会等支援事業

細事業名 01 観光協会等支援事業 決算書 Ｐ.262
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○京丹後市観光休憩所用適地調査業務委託 3,024千円

○人材育成イノベーション研修業務委託 1,355千円

・研修業務委託先：株式会社リクルートライフスタイル

・研修対象職員：商工観光部13人、観光協会1人、商工会1人　　　計 15人

・研修期間：平成26年4月～6月（3回開催）

・研修内容：テーマ「人とつながり巻き込むためのコミュニケーション」

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○観光休憩所用適地調査の結果に基づき、整備に向けた今後の検討をさらに進めていく必
要がある。
○職員研修では、チームごとのプロジェクトを通じて各自が役割を考え、主体的に行動し
ていくというチームリーダーシップの醸成が図られた。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　観光客等へ快適かつ利便的な滞在環境を提供するために整備を検討する、公衆ト
イレ及び大型バス等の駐車場を備えた観光休憩所用の適地調査・研究業務を実施。

　観光推進体制の強化を目的に、市、市観光協会、市商工会の職員を対象に、やる
気を引き出し主体的に動く人材育成イノベーション研修を実施。

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（観光業等活性化推進事業） 1,500千円

4,379千円 5,303千円 924千円 82.5 % 5,303千円

目
的

　高速道路の延伸を見据えて整備を検討する観光休憩所用地の適地調査を行うとともに
、人材育成研修を実施し、観光推進体制の強化を図る。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

細事業名 02 観光振興計画推進事業 決算書 Ｐ.266
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○事務費 千円

・普通旅費 千円

・事務消耗品 千円

・有料道路通行料、駐車場使用料 千円

○協議会等加盟団体負担金 千円

・国民保養温泉地協議会負担金 千円

・近畿道の駅連絡会負担金 千円

評
価
・
課
題
等

　加盟団体作成の各種パンフレット、ホームページの活用を通じて本市のPRを図るととも
に、加盟団体からの情報提供により観光振興に資することができた。

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光・交流課

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

111

73

11

27

75

45

30

186千円 248千円 62千円 75.0 % 176千円

目
的

　各種団体への加盟に伴う負担金拠出などにより観光の振興を図る。

観光の振興

決算額 ① 最終予算額 ② 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

総合計画 基本方針 Ⅰ 交流経済都市 計画項目 ⑤

予算科目 07商工費 01商工費 04観光振興費 50観光振興一般経費

細事業名 01 観光振興一般経費 決算書 Ｐ.270
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